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配当方針の変更、剰余金の配当（中間配当）および  
期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、配当方針の変更および 2025 年９月 30 日を基準

日とする剰余金の配当(中間配当)を決議するとともに、2026 年３月期の期末配当予想を修

正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．配当方針の変更について 

（１）変更の理由 

当社は、株主の皆さまへの利益還元の充実を経営の優先課題の一つとして位置づけ、

配当方針に関しましては、安定的な配当を基本におくとともに、業績を勘案しつつ株主

の皆さまへの利益還元を図ってまいりました。 

次期中期経営基本計画は、2027年３月期から開始予定ですが、これに先立ち、2026年

３月期より「連結株主資本配当率（DOE）(※)」を新たな指標として追加し、利益還元を

さらに拡大いたします。 

具体的には、安定配当年間 85円、DOE５%、連結配当性向 85%のいずれか高い金額で配

当金の額を決定することといたします。 

これは、財務の健全性を勘案し、高水準で継続的な株主還元を追求する方針を明確に

するためであります。同時に、2026 年 10 月以降に実施される次期 TOPIX の継続採用も

考慮しつつ、今後も引き続き中長期的な企業価値の最大化に向けて取り組んでまいりま

す。 

※連結株主資本配当率（DOE）＝（年間配当総額÷期首連結株主資本）×100 

 

（２）変更の内容 

変更前 変更後 

利益配分に関しましては、持続的な成長

を目指し、事業への投資拡大を基本としな

がらも、財務規律のもと安定した配当の向

上をはかるとともに、年間 40円（中間配当

20 円および期末配当 20 円）の配当を維持

することを基本として業績を加味し、連結

配当性向 45%を目安に決定いたします。 

 

利益配分に関しましては、持続的な成長

を目指し、事業への投資拡大を基本としな

がらも、財務規律のもと年間 85円（中間配

当 40 円および期末配当 45 円）の安定配当

を維持することを基本として、業績を加味

した連結配当性向 85%のいずれか高い方を

目安に決定いたします。 

なお安定配当については、DOE５%以上と

いたします。 
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（３）変更の時期 

2026年３月期中間配当より適用いたします。 

 

２．剰余金の配当（中間配当）および配当予想の修正について 

2026 年３月期の配当金につきましては、１株につき中間配当金 20 円、期末配当金 22 円

を予定しておりましたが、上記の配当方針の変更に伴い、１株につき中間配当金を 40 円、

期末配当予想を 45 円とさせていただきます。これにより、年間配当金は１株につき 85 円

の予想となります。 

 

（１） 剰余金の配当（中間配当） 

 

 決定額 直近の配当予想 

（2025年５月２日公表） 

前期実績 

（2025年３月期中間） 

基準日 2025年９月 30日 同左 2024年９月 30日 

1株あたり配当金 

40円 

安定配当 40円 

 

20円 

安定配当 20円 

20円 

安定配当 20円 

配当金総額 1,203百万円 － 601百万円 

効力発生日 2025年 12月２日 － 2024年 12月３日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 

（２） 期末配当予想の修正 

 

 年間配当金 

基準日 第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

 22円 

安定配当 20円 

業績連動配当 ２円 

42円 

安定配当 40円 

業績連動配当 ２円 

今回修正予想 

 45円 

安定配当 45円 

 

85円 

安定配当 85円 

当期実績 40 円   

前期実績 

（2025年３月期） 

20円 

安定配当 20円 

 

20円 

安定配当 20円 

40円 

安定配当 40円 

 

以上 


